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証券コード 4668 
平成25年11月１日 

 
株 主 各 位 
 

東京都新宿区西新宿七丁目20番１号 

株式会社明光ネットワークジャパン 

代表取締役社長 渡 邉 弘 毅 
 

第29回定時株主総会招集ご通知 
 
拝啓 平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申しあげます。 
 さて、当社第29回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますの
で、ご出席くださいますようご通知申しあげます。 
 なお、当日ご出席願えない場合は、書面により議決権を行使することができま

すので、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討くださいまして、同封の

議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示いただき、平成25年11月21日（木

曜日）午後６時までに到着するようご送付いただきたくお願い申しあげます。 

敬 具 
記 

1. 日 時 平成25年11月22日（金曜日）午前10時 

2. 場 所 東京都新宿区西新宿二丁目７番２号 

   ハイアットリージェンシー東京 地下１階「センチュリ

ールーム」 

3. 目 的 事 項  

 報 告 事 項 1. 第29期（平成24年９月１日から平成25年８月31日まで) 

事業報告、連結計算書類並びに会計監査人及び監査

役会の連結計算書類監査結果報告の件 

  2. 第29期（平成24年９月１日から平成25年８月31日まで) 

計算書類報告の件 

 決 議 事 項  

  議   案 取締役７名選任の件 

以 上 
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰 

◎当日ご出席の際には、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご
提出くださいますようお願い申しあげます。 

◎株主総会参考書類、事業報告、連結計算書類及び計算書類に修正が生じた
場合は、修正後の事項をインターネット上の当社ウェブサイト
(http://www.meikonet.co.jp）に掲載させていただきます。 
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(添付書類) 
 

事 業 報 告 

(平成24年９月１日から
平成25年８月31日まで)

 
1. 企業集団の現況に関する事項 
 
 (1) 事業の経過及びその成果 

当連結会計年度（平成24年９月１日から平成25年８月31日まで）におけ

るわが国経済は、政府・日銀による金融緩和等の経済対策を背景とした株

価の上昇や円高の是正から、景気回復の兆しがみられたものの、欧州の債

務問題の長期化や所得環境の低迷等を受けて、通年では先行き不透明な状

況で推移いたしました。 

当社グループの属する学習塾業界におきましても、少子化の影響により

市場規模が縮小傾向にあることや、所得環境に著しい改善がみられないこ

と等、依然として厳しい状況が継続しております。また、学習塾各社は、

企業間の競争激化に対応するため、学童保育や幼児教育の事業化による低

年齢層のニーズ獲得及び語学教育の強化等、様々な分野への参入を図りシ

ェア拡大を目指しております。 

当社グループはこのような厳しい環境のなか、明確な目標を設定し遂行

するため、平成22年10月に「中期経営計画～MEIKO Change & Challenge～」 

(平成23年８月期～平成25年８月期）を策定・公表し、これに基づいて事

業活動を推進してまいりました。 

最終年度となる当連結会計年度におきましては、 

(ⅰ) 地域戦略の機動性と実行へのスピード強化、教室と教務部門の情

報共有の充実と実効性をより一層確保するための機動的な組織体

制の構築 

(ⅱ) 明光義塾独自の強みを訴求したプロモーション活動 

(ⅲ) 社内・社外データを活用した高度なマネジメント体制の構築 

(ⅳ) 全社最適で行動できる次世代リーダーを育成することを目的とし

た、｢MEIKO-Nextリーダー サクセッションプログラム」のスター

ト 

(ⅴ) ｢明光式！自立学習」の徹底及び生徒一人ひとりに対する最適な指

導方法の確立、生徒のモチベーションアップと学力向上、志望校

への合格、及び生徒の自立学習の遂行を図り、｢地域で最も信頼さ

れる学習塾」の地位確立 

等に取り組んでまいりました。 
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更に、このような取り組みをベースとし、｢明光式！自立学習」のレベ

ルの高い実践を行うための各種ツールの整備や研修、並びに生徒へのサポ

ート力強化のため、小学生に対しては「明光の♪小学生まなびコース｣、

高校生に対してはICT（情報通信技術）を活用した映像授業「MEIKO MUSE」

の提供を推進してまいりました。 

人材面につきましては、目標の達成や能力の発揮度合いを的確に反映で

きる評価制度の見直しや、次世代リーダー育成プログラム及び階層別研修

の実施、オフサイトミーティング等により、成長意欲をより高める人材育

成に努めてきました。 

プロモーション活動としては、｢明光式！自立学習」の優位性を生徒・

保護者の視点から分かりやすく訴求するための各種コンテンツの制作とメ

ッセージの発信、テレビCM、インターネット及びモバイル等の広告媒体を

活用した広域的な生徒募集活動を展開してまいりました。 

また、新規事業につきましては、将来のグローバル展開を視野に入れ、

国内在住の韓国人生徒を対象とした個別指導塾「MEIKO PLUS Academy」を

今年２月に開校しました。｢MEIKO PLUS Academy」では、近隣の韓国学校

生徒への教科指導の他、帰国後の大学受験対策、日本への留学生向け試験

対策等を、韓国エデュプレックス社と連携のもとで行ってきました。 

これらの結果、当連結会計年度の売上高は15,279百万円（前期比5.5％

増)、営業利益は3,580百万円（同1.1％増)、経常利益は、持分法による投

資損失を60百万円計上したことにより、3,718百万円（同0.2％減)、当期

純利益は2,169百万円（同10.2％増）となりました。 

 

   セグメントの業績（内部取引消去前）を示すと、次のとおりであります。 

  （明光義塾直営事業） 

直営事業につきましては、定期テスト対策指導の徹底及び期別カウンセ

リングの充実による生徒・保護者の満足度向上や、生徒が安心して通塾で

きるための教室環境の更なる整備を積極的に実施してまいりました。 

また、エリアマネージャー及び直営教室長に対しては、教育機会を増や

すことにより、知識、スキル及び人間力の向上を図るとともに、研修・会

議等を通じて教育に対する考え方や情報の共有化を図り、チーム力及び組

織力を高めることに注力いたしました。 

なお、当連結会計年度において直営10教室をフランチャイズオーナーに

譲渡しております。 
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これらの結果、春の新規入会生徒数及び平均在籍生徒数は過去最高を達

成することができましたが、教室数の減少等により、当連結会計年度の売

上高は6,814百万円（前期比0.7％減)、セグメント利益（営業利益）は

1,461百万円（同1.3％増)、教室数は210教室、在籍生徒数は17,291名とな

りました。 

 

  （明光義塾フランチャイズ事業） 

フランチャイズ事業につきましては、生徒の成績向上のため、教室訪問

時の学習管理指導の更なる徹底や期別講習・テスト対策の受講促進を推進

してまいりました。 

春の入会生徒数につきましては、個別指導塾の増加等による競争激化に

より厳しい状況となりましたが、夏の入会生徒数については、マネジメン

ト体制の見直し及びスーパーバイザーへの教育を徹底し、教室運営ノウハ

ウをタイムリーに提供できる体制を構築した結果、順調に推移いたしまし

た。 

教室開設面等につきましては、地方における開設の促進やドミナント戦

略の推進に努めてきました。 

なお、フランチャイズ教室は、前連結会計年度末と比較して36教室増加

しております。 

これらの結果、当連結会計年度の売上高は6,613百万円（前期比1.8％

減)、セグメント利益（営業利益）は3,276百万円（同1.1％減)、教室数は

1,897教室、在籍生徒数は118,947名となりました。 

 

  （予備校事業） 

連結子会社である株式会社東京医進学院による予備校事業につきまして

は、各教科の指導指針及びカリキュラムの更なる充実や全寮制校舎の統合

によるサービスの集中化と向上を行ってまいりました。 

春の入学状況につきましては、進学相談会の実施や、医療従事者向けポ

ータルサイト及び専門雑誌での広告宣伝活動、並びに東京医進学院の良さ

を明確に伝えるための面談力の強化を図った結果、ここ数年において最高

の結果を達成することができました。 

これらの結果、当連結会計年度の売上高は597百万円（前期比6.9％増)、

セグメント利益（営業利益）は37百万円（前期はセグメント損失７百万円）

となりました。校舎数は４校、在籍生徒数は144名となりました。 
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  （その他） 

明光サッカースクール事業につきましては、クラブチーム「MEIKOジュ

ニアユース」を組成し、スクールだけではコーチングしきれない実戦を経

験させることにより、真の「個」の育成に注力いたしました。また、創設

10年間に亘り蓄積した「個」の技術を伸ばす方法論を「明光メソッド」と

して体系化し、コーチングの強化を図りました。 

これらの結果、サッカースクール事業における当連結会計年度の売上高

は128百万円、営業損失は13百万円、スクール数は14スクール（うちフラ

ンチャイズ２スクール)、在籍スクール生は896名となりました。 

 

早稲田アカデミー個別進学館事業につきましては、株式会社早稲田アカ

デミーと当社による教室巡回指導を強化し、クォリティーの高い運営体制

の構築及び教育サービスの提供に努めてまいりました。 

合格実績といたしましては、中学受験については、女子学院中学校、お

茶の水女子大学附属中学校、早稲田大学高等学院中学部、早稲田中学校等、

高校受験では、筑波大学附属高等学校、慶応義塾高等学校、早稲田実業学

校高等部、渋谷教育学園幕張高等学校等、首都圏屈指の難関中学校・高等

学校に多数の合格者を輩出することができました。 

校舎展開といたしましては、当社直営校としては２校、株式会社早稲田

アカデミーの直営校としては４校及びフランチャイズ校として14校の体制

で展開いたしました。当連結会計年度における当社直営の志木校及び大宮

校の生徒数はそれぞれ123名及び100名、フランチャイズ校は599名と好調

に推移しております。 

 

明光キッズ事業につきましては、サマーフェスティバル及びキッズサマ

ーキャンプ等のイベントの実施による子ども達及び保護者の満足度向上や、

提供サービス拡充のための新たな送迎サービスの開始、｢まなび」クラス

における教育プログラムの充実を図ってまいりました。当連結会計年度の

石神井公園教室（東京都練馬区）の生徒数は101名となり、好調に推移し

始めております。 

 

アブラカドゥードルアートスタジオ及び明光アルク英語スタジオにつき

ましては、教室型スタジオや派遣型スタジオ等、多様な展開モデルを検討

してきました。また、各スタジオの収益モデルの検証や、指導体系、教材

及びツールの整備・強化に注力するとともに、レッスン講師の育成を行い

ました。 
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なお、アブラカドゥードルアートスタジオの当連結会計年度の生徒数は

116名となっております。 
 
連結子会社である株式会社ユーデックにつきましては、主軸の進学模擬

試験の販売において、大手塾を中心とした新規開拓や受験回数増に努めた

結果、堅調に推移いたしました。学習塾採択教材売上は、前連結会計年度

の中学教科書改訂特需分を補うまでに至りませんでした。書籍売上は東

京・神奈川・千葉・埼玉の公立高校入試過去問題集を新たに刊行した結果、

堅調に推移する一方、学内予備校は新規顧客獲得に努めるとともに、新た

なサービスの提案と顧客満足度の向上に取り組んだ結果、順調に伸張いた

しました。 

これらの結果、当連結会計年度の売上高は707百万円、営業利益は20百

万円となりました。 

 

連結子会社である株式会社晃洋書房につきましては、主軸である大学教

科書の発行において、大学前期テキストの新刊点数が伸び悩んだものの、

再販点数が堅調であったことと、テキスト採用の営業活動に注力し、企画

本の発行に取り組んだ結果、売上高は堅調に推移しました。 

 

なお、早稲田アカデミー個別進学館事業、明光キッズ事業等の損益面に

つきましては、新規事業として立ち上げ間もないこと及び金額的重要性が

乏しいことから、記載を省略しております。 
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＜ご参考＞ 明光義塾教室数、明光義塾在籍生徒数及び明光義塾教室末端売

上高等の推移 
 

回       次 第28期 第29期 

連 結 会 計 年 度 

自平成23年９月１日
至平成24年８月31日

自平成24年９月１日 
至平成25年８月31日 

経営成績他 前期比較 経営成績他 前期比較 

明光義塾期末直営教室数 214 △     1 210 △     4 

明 光 義 塾 期 末
フランチャイズ教室数

 1,861 ＋    76 1,897 ＋    36 

明光義塾期末教室数合計 2,075 ＋    75 2,107 ＋    32 

明光義塾期末直営教室在籍生徒数(名) 16,060 ＋ 1,102 17,291 ＋ 1,231 

明光義塾期末フランチャイズ
教 室 在 籍 生 徒 数

(名) 119,849 ＋   236 118,947 △   902 

明光義塾期末在籍生徒数合計(名) 135,909 ＋ 1,338 136,238 ＋   329 

明光義塾直営事業売上高(百万円) 6,864 ＋   289 6,814 △    49 

明光義塾フランチャイズ
事 業 売 上 高

(百万円)※１ 6,736 ＋   333 6,613 △   123 

予 備 校 事 業 売 上 高(百万円) 559 △    34 597 ＋    38 

そ の 他 の 事 業 売 上 高(百万円) 324 ＋   180 1,253 ＋   929 

売 上 高 合 計(百万円) 14,484 ＋   768 15,279 ＋   794 

明光義塾直営教室売上高(百万円) 6,864 ＋   289 6,814 △    49 

明光義塾フランチャイズ
教 室 末 端 売 上 高

(百万円) 42,423 ＋ 1,091 41,850 △   573 

明光義塾教室末端売上高合計(百万円)※２ 49,287 ＋ 1,380 48,665 △   622 
 
※１ 明光義塾フランチャイズ事業売上高は、ロイヤルティ収入及び商品売上高等

を記載しております。 
 ２ 明光義塾教室末端売上高合計は、直営教室の入会金、授業料、教材費、テス

ト料等の全売上高と、フランチャイズ教室の入会金、授業料等の売上高を合
計したものであり、フランチャイズ教室の教材費、テスト料等の売上高は含
んでおりません。 
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 (2) 設 備 投 資 の 状 況 

当連結会計年度に実施した設備投資の総額は151,406千円（有形固定資

産、無形固定資産及び投資不動産の受入ベース数値）であります。 

その主なものは、情報システム構築に対する開発費79,319千円、明光義

塾直営教室等の移転及びリニューアルに係る設備投資であります。 

 

 (3) 資 金 調 達 の 状 況 

該当する事項はありません。 

 

 (4) 事業の譲渡、吸収分割又は新設分割の状況 

該当する事項はありません。 

 

 (5) 他の会社の事業の譲受けの状況 

該当する事項はありません。 

 
 (6) 吸収合併又は吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継

の状況 

該当する事項はありません。 

 

 (7) 他の会社の株式その他の持分又は新株予約権等の取得又は処分の状況 

該当する事項はありません。 

 

 (8) 対 処 す べ き 課 題 

当社グループは、教育・文化事業を核として更なる成長を図り、人づく

りのトップカンパニーとなることを2020年ビジョンとして掲げております。

2020年ビジョンへの第２ステージとして、成長路線を加速させるとともに、

突き抜けた存在となることを目指し、本年10月「中期経営計画」(平成26

年８月期～平成28年８月期）を策定いたしました。 

当社は、｢自立学習」｢個別指導」方式による個別指導塾「明光義塾」の

直営及びフランチャイズシステムでの全国展開をしており、個別指導塾の

パイオニアとして、教室運営、フランチャイズ展開に高い評価を受けてお

ります。しかしながら、厳しさを増す競争下においては、更なる成長路線

を確立できる事業体制及び経営体制を構築することが「中期経営計画」の

重要課題であると考え、次のとおり取り組むことといたします。 

（本部指導体制の強化） 

スーパーバイザー及びエリアマネージャーと本部事務局等の連携を更に

強化し、組織的な教室対応等を行うとともに、指導内容の標準化及び効率

化を図っていきます。 
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（明光義塾事業の三次元成長の確立） 

サテライト教室の導入促進及びエリアの再編等による教室数増加を進め

ていきます。また、｢明光式！自立学習」の徹底及び各々の生徒に最適な

指導方法の確立、生徒のモチベーションアップ、学力向上、志望校合格、

生徒の自立学習の遂行を図り、｢地域で最も信頼される学習塾」の地位の

確立と、高校生対象の映像授業や小学生まなびコースといった新たな教育

サービスの提供により、生徒数及び授業回数の増加を目指していきます。 

（新生明光義塾の開発） 

社会の進化、教育の変化及び多様化する教育ニーズに対応するため、 

｢明光義塾」の次世代モデルの開発を進めていきます。 

（新規事業の事業基盤確立と事業領域の拡大） 

次なる基幹事業の確立と新たな事業領域の拡大による成長路線を加速さ

せるため、当社グループ独自の付加価値の追求、差別化された高い競争力

の構築、新たな市場価値の創造、積極的な営業及びプロモーション活動に

より新規事業の認知度向上を図るとともに、これらを支える高いマネジメ

ント能力を有する組織及び人材を育成していきます。 

（組織改革と人材育成による強靭な本部組織の実現） 

競争力を高めるため、社員の成長を促す適材適所の人事配置の促進や女

性マネージャーの積極登用による人材力の向上、並びに各部門の連携の緊

密化により、教室をきめ細かくサポートする組織を構築してまいります。 

また、研修面につきましては、全社最適で行動できる次世代リーダーを

育成するため、｢MEIKO-Nextリーダー サクセッションプログラム」をス

タートさせております。 

（企業価値の向上） 

魅力ある株主還元、資本政策、アライアンス及びM&Aの活用による新た

な価値の創造に努めていきます。 

 

当社グループは、引き続き、事業拡大への積極投資と経営の革新化を推

進し、収益機会の多角化、永続的な成長路線の維持に取り組んでまいりま

す。また、当社グループは今後においても、グループ事業のあるべき将来

像を描き、収益機会を創造し、最善の経営意思決定をするように努めてま

いります。 

 

株主の皆様におかれましては、今後とも格別のご支援を賜りますようお

願い申しあげます。 

 



〆≠●0 
01_0828901102511.docx 
㈱明光ネットワークジャパン様 招集 2013/10/15 15:28:00印刷 9/23 
 

― 10 ― 

 (9) 財産及び損益の状況の推移 

  ① 企業集団の財産及び損益の状況 
 

区     分 
第 26 期

(平成22年８月期)
第 27 期

(平成23年８月期)
第 28 期

(平成24年８月期)

第 29 期 
(当連結会計年度) 
(平成25年８月期) 

売 上 高(千円) 12,855,779 13,715,507 14,484,193 15,279,029 

経 常 利 益(千円) 3,243,233 3,477,621 3,727,632 3,718,813 

当 期 純 利 益(千円) 1,897,103 1,922,958 1,969,109 2,169,399 

１株当たり当期純利益( 円 ) 60.82 69.55 71.38 78.60 

総 資 産(千円) 12,279,668 13,624,665 15,195,063 16,557,587 

純 資 産(千円) 7,350,736 8,745,571 10,149,559 11,813,023 
 
 

  ② 当社の財産及び損益の状況 
 

区     分 
第 26 期

(平成22年８月期)
第 27 期

(平成23年８月期)
第 28 期

(平成24年８月期)

第 29 期 
(当事業年度) 
(平成25年８月期) 

売 上 高(千円) 12,222,295 13,121,432 13,925,059 13,853,686 

経 常 利 益(千円) 3,276,832 3,539,807 3,790,339 3,734,209 

当 期 純 利 益(千円) 1,926,383 2,006,703 1,807,490 2,205,924 

１株当たり当期純利益( 円 ) 61.76 72.58 65.52 79.93 

総 資 産(千円) 11,955,824 13,380,991 14,349,168 15,872,455 

純 資 産(千円) 7,364,931 8,847,697 10,067,938 11,753,921 
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 (10) 重要な親会社及び子会社の状況 

  ① 親会社の状況 

該当する事項はありません。 

 

  ② 子会社の状況 
 

会  社  名 資本金 出資比率 主要な事業内容 

株式会社東京医進学院 77百万円 100.0％ 医系大学受験専門予備校の経営 

株式会社ユーデック 99百万円 63.1％

受験情報誌の発行、 

模擬試験制作、教材販売及び 

学内予備校の運営等 

株式会社晃洋書房 15百万円
100.0％

(100.0％)
学術専門書出版 

 
(注) 出資比率の（ ）内は、間接所有割合を内数で記載しております。 

 

 (11) 主 要 な 事 業 内 容  
 

セグメントの名称 区分に属する主要な事業内容 

明 光 義 塾 直 営 事 業 ・個別指導塾「明光義塾」直営教室における学習指導及

び教材、テスト等商品販売 

明光義塾フランチャイズ事業 ・個別指導塾「明光義塾」フランチャイズ教室における

教室開設指導、経営指導及び教室用備品、教室用機

器、教材、テスト、広告宣伝物等商品販売 

予 備 校 事 業 ・医系大学受験専門予備校の経営 

（株式会社東京医進学院） 

そ の 他 ・子ども対象のサッカースクール「明光サッカースクー

ル」事業 

・高学力層向け個別指導塾「早稲田アカデミー個別進学

館」事業 

・長時間預かり型学習塾「明光キッズ」事業 

・アート教室「アブラカドゥードルアートスタジオ」事

業 

・韓国人生徒向け個別指導塾「MEIKO PLUS Academy」事

業 

・受験情報誌の発行、模擬試験制作、教材販売及び学内

予備校の運営等（株式会社ユーデック） 

・学術専門書出版（株式会社晃洋書房） 
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 (12) 主 要 な 営 業 所 等  

  ① 当社の本社及び事務局等 

 本 社 東京都新宿区西新宿七丁目20番１号 

 大 阪 事 務 局 大阪府大阪市北区梅田一丁目11番４号 

 名 古 屋 事 務 局 愛知県名古屋市中村区名駅四丁目23番13号 

 北 海 道 事 務 局 北海道札幌市中央区北三条西二丁目１番地13 

 明 光 ビ ル 東京都豊島区西池袋三丁目１番13号 

  ② 明光義塾直営教室 

首 都 圏 地 区 120教室    

そ の 他 の 地 区 90教室  （合計210教室） 

  ③ 明光義塾フランチャイズ教室 

北海道・東北地区 217教室  近 畿 地 区 309教室 

北関東・甲信越地区 249教室  中 ・ 四 国 地 区 146教室 

首 都 圏 地 区 474教室  九 州 地 区 234教室 

東海・北陸地区 268教室  （合計1,897教室） 

  ④ 株式会社東京医進学院 

 本 社 東京都新宿区市谷八幡町11番地１ 

 校 舎   
首 都 圏 地 区 ４校    

  ⑤ 明光サッカースクール 

首 都 圏 地 区14スクール (うちフランチャイズ２スクール) 

  ⑥ 早稲田アカデミー個別進学館 

首 都 圏 地 区 20校 (うちフランチャイズ14校、株式会社

早稲田アカデミー直営４校、当社直

営２校） 

  ⑦ 株式会社ユーデック 

 本 社 大阪府大阪市淀川区西宮原一丁目４番30号 

  ⑧ 株式会社晃洋書房 

 本 社 京都府京都市右京区西院北矢掛町７番地 
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 (13) 使 用 人 の 状 況 

  ① 企業集団の使用人の状況 
 

セ グ メ ン ト の 名 称 使用人数 前連結会計年度末比増減 

明 光 義 塾 直 営 事 業 276名 7名減 

明光義塾フランチャイズ事業 108名 1名増 

予 備 校 事 業 21名 1名減 

そ の 他 71名 13名増 

管 理 部 門 31名 ― 

合 計 507名 6名増 
 
(注) 使用人数は就業人員であり、契約社員（19名）を含み、アルバイト等の臨

時使用人は含まれておりません。 

 

  ② 当社の使用人の状況 
 

区     分 使 用 人 数 前期末比増減 平 均 年 齢 平均勤続年数 

男 性 291名 9名増 36.6歳 7.8年 

女 性 157名 10名減 31.2歳 4.8年 

合計又は平均 448名 1名減 34.7歳 6.7年 
 
(注) 使用人数は就業人員であり、契約社員（18名）を含み、アルバイト等の臨

時使用人は含まれておりません。 

 

 (14) 主 要 な 借 入 先 
 

借   入   先 借 入 金 残 高 

株 式 会 社 三 菱 東 京 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 1,600,000 千円 

 

 (15) その他企業集団の現況に関する重要な事項 

該当する事項はありません。 
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2. 会社の株式に関する事項 
 
 (1) 発行可能株式総数 72,405,000株 

 (2) 発行済株式の総数 27,603,473株 

（自己株式200,127株を除く｡)

 (3) 株 主 数 22,188名（前期末比12,268名増) 

 (4) 大   株   主 
 

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率 

 株 ％ 

明 光 株 式 会 社 4,364,000 15.81 

ステート ストリート バンク アンド トラスト カンパニー 3,784,600 13.71 

渡 邉 弘 毅 3,094,600 11.21 

奥  井  世 志 子 1,492,800 5.41 

株 式 会 社 学 研 ホ ー ル デ ィ ン グ ス 1,473,573 5.34 

ザ バンク オブ  ニューヨーク－ジャスディック トリーティー アカウント 1,012,086 3.67 

ビービーエイチ フオー フイデリテイ ロー プライ
スド ストツク フアンド（プリンシパル オール 
セ ク タ ー  サ ブ ポ ー ト フ オ リ オ )

944,000 3.42 

メロン バンク エヌエー アズ エージェント フォー イッツ クライアント 
メ ロ ン  エ ー ビ ー エ ヌ  オ ム ニ バ ス  ユ ー ケ ー  ペ ン シ ョ ン

516,000 1.87 

ゴールドマン・サックス・アンド・カンパニーレギュラーアカウント 358,800 1.30 

株 式 会 社 早 稲 田 ア カ デ ミ ー 347,600 1.26 
 
（注) 持株比率は自己株式を控除して計算しております。 

 

 (5) その他株式に関する重要な事項 

該当する事項はありません。 
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3. 会社の新株予約権等に関する事項 
 
 (1) 当社役員が保有している職務執行の対価として交付された新株予約権等

の状況 

   該当する事項はありません。 

 

 (2) 当事業年度中に職務執行の対価として当社使用人等に対し交付した新株

予約権等の状況 

   該当する事項はありません。 

 

 (3) その他新株予約権等に関する重要な事項 

   該当する事項はありません。 
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4. 会社役員に関する事項 
 
 (1) 取締役及び監査役の氏名等 
 
地     位 氏     名 担当及び重要な兼職の状況 

代表取締役社長 渡 邉 弘 毅  

代表取締役副社長 奥 井 世志子 全体統轄兼最高財務責任者 

常 務 取 締 役 田 上 節 朗

プロモーション部管掌兼情報システム部管掌 
(重要な兼職の状況） 
株式会社ユーデック取締役 
株式会社晃洋書房取締役 

常 務 取 締 役 佐 藤 浩 章 明光義塾事業本部管掌兼FC開発部管掌 

常 務 取 締 役 山 下 一 仁

個別進学館事業本部長兼事業開発本部長 
(重要な兼職の状況) 
株式会社東京医進学院代表取締役社長 
ライフサポート株式会社取締役 

取 締 役 松 尾 克 久 総務部長兼管理部門管掌兼業務管理部管掌 

取 締 役 武 正 芳 和 明光義塾事業本部長 

常 勤 監 査 役 松 下 和 也  

監 査 役 小 口 隆 夫 弁護士（新井・小口・星出法律事務所） 

監 査 役 貴 島  透  
 
(注) 1. 監査役松下和也氏、小口隆夫氏及び貴島透氏は、社外監査役であります。 

2. 当社は、監査役小口隆夫氏を株式会社東京証券取引所の定めに基づく独
立役員として同取引所に届け出ております。 

3. 常勤監査役松下和也氏は、金融機関で企業審査に携わった経験、及び三
菱自動車工業株式会社執行役員財務本部長兼財務統括室長としての経験
を持ち、財務及び会計に関する相当程度の知見を有しております。 

4. 辞任又は解任した会社役員 
  該当する事項はありません。 
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 (2) 取締役及び監査役の報酬等の額 
 

区     分 支 給 人 員 支 給 等 の 額 

取  締  役 ７名 170,196千円 

監  査  役 
（うち社外監査役） 

３名 
(３名) 

19,020千円 
(19,020千円) 

合     計 10名 189,216千円 
 
 (注) 1. 取締役の支給等の額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれて

おりません。 
使用人兼務取締役の使用人分の支給等の額（賞与を含む｡）は19,894千
円であります。 

2. 取締役の報酬限度額は以下のとおりであります。 
① 平成18年11月22日開催の第22回定時株主総会において、年額300,000

千円以内（役員賞与を含み、使用人分給与は含まないものとする｡）
として決議いただいております。 

② 平成18年11月22日開催の第22回定時株主総会において、年額20,000千
円以内で、ストック・オプションとして新株予約権を発行することに
つき決議いただいております。 

3. 監査役の報酬限度額は、平成18年11月22日開催の第22回定時株主総会に
おいて、年額25,000千円以内（役員賞与を含む｡）として決議いただい
ております。 
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 (3) 社外役員に関する事項 

① 重要な兼職先である他の法人等と当社との関係 

  該当する事項はありません。 

 

② 主要取引先等特定関係事業者との関係 

 該当する事項はありません。 

 

③ 当事業年度における主な活動状況 
 
区 分 氏 名 主な活動状況 

監査役（常勤） 松 下 和 也

当事業年度開催の取締役会17回の内16回
に、また、当事業年度開催の監査役会15
回の全てに出席し、幅広い観点から議案
審議等に必要な発言を行っております。 

監査役（非常勤） 小 口 隆 夫

当事業年度開催の取締役会17回の内16回
に、また、当事業年度開催の監査役会15
回の内13回に出席し、豊富な経験に加
え、弁護士としての専門的見地から議案
審議等に必要な発言を行っております。 

監査役（非常勤） 貴 島   透

当事業年度開催の取締役会17回の全て
に、また、当事業年度開催の監査役会15
回の全てに出席し、幅広い観点から議案
審議等に必要な発言を行っております。 

 

④ 責任限定契約の内容の概要 

当社と社外監査役は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第

423条第１項の行為による損害賠償責任を限定する契約を締結すること

ができる旨の規定を定款に設けておりますが、責任限定契約は締結して

おりません。 
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5. 会計監査人の状況 
 
 (1) 会計監査人の名称     新日本有限責任監査法人 

 

 (2) 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 
 

区       分 支   払   額 

公認会計士法第２条第１項の業務に係る報酬等の額 34,000千円 

公認会計士法第２条第１項の業務以外の業務に係る 
報酬等の額 

―千円 

当社及び当社子会社が支払うべき金銭その他の財産 
上の利益の合計額 

34,000千円 

 
 (注) 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融

商品取引法に基づく監査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質
的にも区分できないことから、当事業年度に係る報酬等の額にはこれらの
合計額を記載しております。 

 

 (3) 非監査業務の内容 

該当する事項はありません。 

 

 (4) 子会社の監査に関する事項 

該当する事項はありません。 

 
 (5) 責任限定契約の内容の概要 

該当する事項はありません。 

 
 (6) 会計監査人の解任又は不再任の決定の方針 

会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める事由に該当する状況に

ある場合は、当社監査役会は当該会計監査人の解任を検討し、解任が妥当

と認められる場合には監査役全員の同意に基づき会計監査人を解任いたし

ます。また、当社取締役会は、会計監査人の職務状況や当社の監査体制等

を勘案し、会計監査人の変更が必要と認める場合には監査役会の同意を得

て、会計監査人の不再任に関する議案を株主総会に提出いたします。 
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 (7) 現に受けている業務停止処分に係る事項 

   該当する事項はありません。 

 

 (8) 過去２年間に受けた業務停止処分に係る事項 

   該当する事項はありません。 

 

 (9) 辞任した又は解任された会計監査人に関する事項 

   該当する事項はありません。 
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6. 会社の体制及び方針 
 
 (1) 業務の適正を確保するための体制 

当社が業務の適正を確保するための体制として取締役会において決議し

た事項は次のとおりであります。 

① 取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保

するための体制 

イ. 当社は、取締役及び使用人が当社の社会的責任と公共的使命を認識

し、一人ひとりが高い倫理観を持ち、法令・定款・諸規則に反する

ことなく誠実に業務運営を遂行することを経営上の重要課題と位置

付ける。その周知徹底のため、コンプライアンス委員会を置き、

｢コンプライアンス規程」及び「企業行動憲章」を全役職員に配

布・啓蒙し、企業統治の基盤強化に努めるものとする。 

ロ. 取締役は「取締役行動基準」に基づき、その職務を正しく適法に遂

行する。 

ハ. 企業倫理として「ホスピタリティ」を宣言し、チェーン全体の企業

倫理の向上を推進する。 

ニ. 当社は、経営環境の変化に呼応して生じるリスクに迅速に対応する

ため、リスク管理委員会を置き、事務局はリスク管理部が担当する。

リスク管理委員会は「リスク管理規程」を基準として、業務執行部

門のリスク評価・管理・対策を取りまとめて管理し、リスクへの柔

軟な対応とコンプライアンスの遂行を推進する。 

ホ. 内部通報制度を導入することによって、コンプライアンス経営の強

化を図る。 

ヘ. 内部統制の整備・運用状況をモニタリングするため「内部監査規程」

を定め、内部監査室を置く。内部監査の結果は取締役へ報告され、

内部統制システムの継続的な改善を推進する。 

ト. 当社は、業務執行の結果である財務情報、並びにコンプライアンス

委員会及びリスク管理委員会に集約した重要な企業情報を、適正か

つ適時に開示し企業活動の透明性を確保する。 

チ. 役職員は、一丸となって、不当な要求を行う反社会的勢力に対して

は、その圧力に屈することなく毅然とした態度で臨み、反社会的勢

力に対し、経済的利益を含む一切の利益を供与しないものとする。 
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② 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制 

取締役の職務執行・経営意思決定及び取締役への報告に関する文書は、

法令及び別に定める「文書管理規程｣、｢稟議決裁規程」等規程に則り、

保存及びその他の管理を行う。また、それら文書は、監査役監査及び

会計監査人監査の要請による随時の閲覧が可能な状態で保持すること

とする。 

③ 損失の危険の管理に関する規程その他の体制 

イ. 事故・災害、与信等、損失のリスクに関する事項は、各業務執行部

門において、｢リスク管理規程」に則り、リスクを抽出し発生を未

然に防止するための様々な施策の検討、施策の運用を行う。 

それらのリスクは全社横断的にリスク管理委員会に集約し、潜在的

なリスクに対する施策の運用状況の検証、及び顕在化した場合の事

後対応の適正化を図るため、ガイドラインの制定やマニュアルの作

成を行うものとする。 

ロ. 危機管理、個人情報保護など事業所に係る重要なリスクについては、

リスク管理委員会が集約したリスクの予防・軽減施策を、経営会議

等で協議のうえチェーン全体に提示し、チェーン全体での経営の安

定化に努めるものとする。 

④ 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制 

イ. 取締役は年度経営計画及び中期経営計画を定め、会社として達成す

べき目標を明確にするとともに、取締役の管掌を定め業務執行の効

率化を推進する。また、経営目標が当初の予定通り進捗しているか

定期的な業績報告を通じて検査・評価し、PDCAサイクルの向上を図

る。 

ロ. 取締役会は、会社の重要な意思決定機関としての役割と、各取締役

に対する業務遂行状況の定例報告、及び業務遂行の監督機関として

の役割を強化するために、毎月１回以上開催する。また、重要な経

営事項については、取締役、常勤監査役及び経営企画部長等で構成

する経営会議で審議、検討及び情報の共有化を図り、経営意思決定

の迅速性を高めるとともに、透明性及び効率性の確保に努める。 

ハ. 取締役は、専任の内部監査室から業務執行に係る改善点の報告を受

け、担当管掌業務の有効性と効率性の適正化を図るものとする。 

⑤ 当社及びその子会社から成る企業集団における業務の適正を確保する

ための体制 

イ. 当社及びその子会社の経営管理については、｢関係会社管理規程」

に則り、業況の定期的報告と重要案件の稟議・協議を行う。 
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ロ. 内部監査室は、子会社の運営状況等を監査し、問題等があると認め

た場合には、取締役会及び監査役会に報告する。 

ハ. 当社のコンプライアンス体制、リスク管理体制は原則として子会社

に適用する。 

⑥ 監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合におけ

る当該使用人に関する事項 

イ. 当社では、監査役監査の事務及び実査補助は、所轄部門又は使用人

を固定せず、適宜担当部門が実施する。 

ロ. 監査役の要請がある場合には、監査役を補助する使用人を置く。当

該使用人に期待される業務の範囲及び就任期間により、専任又は兼

任を決定するものとする。 

⑦ 前号の使用人の取締役からの独立性に関する事項 

監査役を補助すべき使用人を置くこととなった場合、当該使用人の人

事異動、人事評価等に関しては、監査役会の同意を必要とする。 

⑧ 取締役及び使用人が監査役に報告をするための体制その他の監査役へ

の報告に関する体制 

イ. 監査役は、経営方針決定の経過及び業務執行の状況を知るために、

業務執行に関する重要会議（常勤監査役は取締役会・経営会議・部

門長会及び非常勤監査役は取締役会）に出席する。 

ロ. 監査役が会社の実態を正確に把握し、公正妥当な監査意見を形成す

るために、取締役は営業及び業務の状況を監査役に報告する。また、

会社に重大な影響を与える重要事項、及び公表する企業情報は適時

監査役に報告する。 

ハ. 監査役は、内部監査室及びリスク管理部との連絡会を適宜開催し、

内部統制及びリスク管理に関する報告を受けるものとする。 

⑨ その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制 

イ. 監査役は、内部監査室及び監査法人の三者による連絡会を定例的に

開催し、会計監査や業務監査に関する報告及び情報を受け、内部統

制システムの状況を監視し検証するものとする。 

ロ. 常勤監査役は、稟議書他業務執行に関する重要な書類の閲覧、重要

な財産の取得、保有及び管理状況の調査等の常時監査により、業務

執行の状況を適時に把握する。 

ハ. 取締役及び使用人は、監査役監査に対する認識を深め、監査役監査

が効率的に推進できるように努めるものとする。 
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 (2) 株式会社の支配に関する基本方針 

該当する事項はありません。 

 

 (3) 剰余金の配当等の決定に関する方針 

当社は、株主の皆様への利益還元を経営の重要課題の一つと位置付けて

おり、新たな事業投資及び業容の拡大に備えるための内部留保を行うとと

もに、経営成績の伸長に見合った成果の配分や配当金額の継続的な増額を

基本方針としております。 

上記の基本方針のもと、年間配当性向は35％程度から段階的に50％程度

へ引き上げるものとし、安定的な成果の配分を実施してまいります。 

また、剰余金の配当の回数は、中間配当及び期末配当の年２回を原則的

な基本方針としております。 

配当の決定機関は、会社法第459条第１項の規定に基づき、取締役会の

決議によって剰余金の配当を行うことができる旨を定款に定めております。

なお、自己株式の取得・消却、剰余金その他の処分については、当社の財

政状態等を勘案し、適宜、適切な対応を検討してまいります。 

この基本方針に基づき、当事業年度につきましては、資金状況等を踏ま

え、平成25年10月22日開催の取締役会において、次のように剰余金の処分

に関する決議をいたしました。 

① 期末配当に関する事項 

イ. 株主に対する配当財産の割当てに関する事項及びその総額 

  当社普通株式１株につき金14円 総額386,448,622円 

ロ. 剰余金の配当が効力を生じる日 

  平成25年11月25日 

② 剰余金の処分に関する事項 

イ. 増加する剰余金の項目及びその額 

  別途積立金   1,000,000,000円 

ロ. 減少する剰余金の項目及びその額 

  繰越利益剰余金 1,000,000,000円 

この結果、当事業年度の配当につきましては、中間配当金13円を含め、

１株当たり年間配当金を27円（平成24年８月期より２円増配）とさせてい

ただきました。当事業年度の配当性向につきましては33.8％となりました。 

内部留保資金につきましては、財務構造の強化を勘案しつつ、将来の新

たな事業展開、明光義塾事業の教務力の強化並びに業容の拡大に伴うイン

フラ整備に充当する等有効投資してまいりたいと考えております。 
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰 
 (注) 1. 本事業報告中の記載金額は、表示単位未満の端数を切り捨て、比率につ

きましては表示単位未満の端数を四捨五入して、それぞれ表示しており
ます。 

   2. 記載金額には消費税等は含まれておりません。 
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連 結 貸 借 対 照 表 

(平成25年８月31日現在)
(単位：千円） 

 
資  産  の  部 負  債  の  部 

科    目 金   額 科    目 金   額 

流 動 資 産 

現 金 及 び 預 金 

売 掛 金 

有 価 証 券 

商 品 

貯 蔵 品 

前 渡 金 

前 払 費 用 

繰 延 税 金 資 産 

そ の 他 

貸 倒 引 当 金 

固 定 資 産 

有 形 固 定 資 産 

建 物 及 び 構 築 物 

工具、器具及び備品 

土 地 

無 形 固 定 資 産 

の れ ん 

ソ フ ト ウ エ ア 

電 話 加 入 権 

投資その他の資産 

投 資 有 価 証 券 

長 期 貸 付 金 

長 期 前 払 費 用 

繰 延 税 金 資 産 

敷 金 及 び 保 証 金 

投 資 不 動 産 

長 期 預 金 

そ の 他 

9,297,989

7,122,513

1,093,081

399,991

306,195

14,302

10,713

126,553

229,718

72,675

△   77,756

7,259,598

729,631

395,510

50,581

283,540

280,548

80,647

179,618

20,282

6,249,418

3,952,540

114,232

11,578

203,866

511,983

785,779

600,000

69,437

流 動 負 債 
買 掛 金
短 期 借 入 金
1年内返済予定の長期借入金
未 払 金
未 払 費 用
未 払 法 人 税 等
未 払 消 費 税 等
前 受 金
預 り 金
賞 与 引 当 金
返 品 調 整 引 当 金
そ の 他

固 定 負 債 
退 職 給 付 引 当 金
従業員長期未払金
役 員 長 期 未 払 金
繰 延 税 金 負 債
資 産 除 去 債 務
長 期 預 り 保 証 金
そ の 他

4,130,871 
144,513 
70,000 

1,600,000 
63,759 

631,207 
660,365 
81,770 

320,842 
205,052 
320,825 
17,750 
14,784 

613,692 
14,484 

178,637 
161,650 
31,599 

150,477 
68,060 
8,783 

負 債 合 計 4,744,563 

純 資 産 の 部 

株 主 資 本 

資 本 金 

資 本 剰 余 金 

利 益 剰 余 金 

自 己 株 式 

その他の包括利益累計額 

その他有価証券評価差額金 

為替換算調整勘定 

少数株主持分 

11,684,136 

972,512 

915,503 

9,939,732 

△  143,612 

97,681 

89,842 

7,838 

31,206 

純 資 産 合 計 11,813,023 

資 産 合 計 16,557,587 負債及び純資産合計 16,557,587 
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連 結 損 益 計 算 書 

(平成24年９月１日から
平成25年８月31日まで)

（単位：千円） 
 

科       目 金       額 

売 上 高 15,279,029 

売 上 原 価 8,995,031 

売 上 総 利 益 6,283,998 

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 2,703,077 

営 業 利 益 3,580,921 

営 業 外 収 益  

受 取 利 息 48,987  

受 取 配 当 金 31,416  

投資有価証券評価損戻入益 57,570  

受 取 賃 貸 料 80,166  

そ の 他 42,829 260,970 

営 業 外 費 用  

支 払 利 息 16,983  

持 分 法 に よ る 投 資 損 失 60,485  

賃 貸 費 用 43,680  

そ の 他 1,928 123,077 

経 常 利 益 3,718,813 

特 別 損 失  

有 形 固 定 資 産 売 却 損 14,215  

有 形 固 定 資 産 除 却 損 2,143  

投 資 有 価 証 券 評 価 損 10,958  

投 資 有 価 証 券 償 還 損 5,067  

減 損 損 失 64,488  

店 舗 閉 鎖 損 失 13,597 110,470 

税金等調整前当期純利益 3,608,342 

法人税、住民税及び事業税 1,432,539  

法 人 税 等 調 整 額 1,249 1,433,788 

少数株主損益調整前当期純利益 2,174,554 

少 数 株 主 利 益 5,154 

当 期 純 利 益 2,169,399 
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連結株主資本等変動計算書 

(平成24年９月１日から
平成25年８月31日まで) 

（単位：千円） 
  

 
株主資本 

資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自 己 株 式
株 主 資 本 
合       計 

当 期 首 残 高 966,600 909,591 8,496,240 △  143,612 10,228,819 

当 期 変 動 額  

新 株 の 発 行 
（新株予約権の行使） 

5,912 5,912 11,824 

剰 余 金 の 配 当 △  717,493 △  717,493 

当 期 純 利 益 2,169,399 2,169,399 

連 結 範 囲 の 変 動 △    8,413 △    8,413 

株主資本以外の項目 
の当期変動額（純額） 

 

当 期 変 動 額 合 計 5,912 5,912 1,443,491 ― 1,455,316 

当 期 末 残 高 972,512 915,503 9,939,732 △  143,612 11,684,136 
 
 

 

その他の包括利益累計額 

新株予約権 少数株主持分 純資産合計 その他有価
証 券 評 価
差 額 金

為替換算
調整勘定

そ の 他 の
包 括 利 益
累計額合計

当 期 首 残 高 △ 99,021 △ 12,664 △111,685 1,805 30,618 10,149,559 

当 期 変 動 額  

新 株 の 発 行 
（新株予約権の行使） 

11,824 

剰 余 金 の 配 当 △ 717,493 

当 期 純 利 益 2,169,399 

連 結 範 囲 の 変 動 △   8,413 

株主資本以外の項目 
の当期変動額（純額） 

188,864 20,502 209,366 △  1,805 587 208,148 

当 期 変 動 額 合 計 188,864 20,502 209,366 △  1,805 587 1,663,464 

当 期 末 残 高 89,842 7,838 97,681 ― 31,206 11,813,023 
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連結注記表 
 

（連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等） 

 1. 連結の範囲に関する事項 

   すべての子会社を連結しております。 

 連結子会社の数及び連結子会社の名称 

 連結子会社の数 ３社 

  連結子会社の名称 株式会社東京医進学院、株式会社ユーデック、 

           株式会社晃洋書房 

前連結会計年度において非連結子会社及び持分法を適用しない非連結

子会社であった株式会社晃洋書房は、重要性が増したことにより当連結

会計年度より連結の範囲に含めております。 

 2. 持分法の適用に関する事項 

(1) 持分法を適用した関連会社の数及び会社等の名称 

持分法を適用した関連会社の数 ３社 

会社等の名称 株式会社創企社、Eduplex Education, Inc.、 

       ライフサポート株式会社 

(2) 持分法の適用の手続について特に記載すべき事項 

株式会社創企社及びライフサポート株式会社は、決算日が９月末日である

ため、３月末日現在で実施した仮決算に基づく計算書類を使用しております。 

Eduplex Education, Inc.は、決算日が12月末日であるため、６月末日現

在で実施した仮決算に基づく計算書類を使用しております。 

 3. 会計処理基準に関する事項 

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法 

① 有価証券の評価基準及び評価方法 

    イ．満期保有目的の債券 …… 償却原価法（定額法）によっております。 

    ロ．その他有価証券  

       時価のあるもの ……… 決算日の市場価格等に基づく時価法（評価

差額は全部純資産直入法により処理し、売

却原価は移動平均法により算定）によって

おります。なお、組込デリバティブの時価

を区分して測定することができない複合金

融商品については、全体を時価評価し、評

価差額を損益に計上しております。 

       時価のないもの ……… 移動平均法による原価法によっております。 
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② たな卸資産の評価基準及び評価方法 

    イ．商     品 ………… 総平均法による原価法（収益性の低下によ

る簿価切下げの方法）によっております。 

    ロ．貯  蔵  品 ………… 総平均法による原価法（収益性の低下によ

る簿価切下げの方法）によっております。 

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法 

   ① 有形固定資産及び投資不動産 … 定率法によっております。ただし、平成10

年４月１日以降に取得した建物（附属設備

を除く｡）については定額法によっておりま

す。 

 (会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更) 

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に

伴い、当連結会計年度より、平成24年９月

１日以後に取得した有形固定資産について

は、改正後の法人税法に基づく減価償却の

方法に変更しております。 

これによる当連結会計年度の営業利益、経

常利益及び税金等調整前当期純利益に与え

る影響は軽微であります。 

   ② 無 形 固 定 資 産 ………… 自社利用のソフトウエアについては、社内

における利用可能期間（５年）に基づく定

額法によっております。 

   ③ 長 期 前 払 費 用 ………… 定額法によっております。 

(3) 重要な引当金の計上基準 

   ① 貸 倒 引 当 金 ………… 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一

般債権については貸倒実績率により、貸倒

懸念債権等特定の債権については個別に回

収可能性を検討し、回収不能見込額を計上

しております。 

   ② 賞 与 引 当 金 ………… 従業員に対して支給する賞与の支出に充て

るため、支給見込額のうち当連結会計年度

の負担額を計上しております。 

   ③ 返品調整引当金 ………… 連結子会社である株式会社晃洋書房につい

ては、出版物の返品による損失に備えるた

め、返品見込額の売買利益相当額を計上し

ております。  
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   ④ 退職給付引当金 ………… 連結子会社である株式会社東京医進学院に

ついては、従業員の退職給付に充てるた

め、退職給付会計に関する実務指針（会計

制度委員会報告第13号）に定める簡便法に

基づき、連結子会社の退職金規程による当

連結会計年度末自己都合要支給額を基礎と

した債務額から特定退職金共済制度による

給付額を控除した残高を計上しておりま

す。 

(4) その他連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項 

① 連結子会社の事業年度等に関する事項 … 連結子会社の決算日は、連結決算日と一致

しております。 

② 消費税等の会計処理 ……… 税抜方式によっております。 

③ のれんの償却方法及び償却期間 … のれんは、合理的に見積もった期間（５

年）で均等償却しております。 

 

（連結貸借対照表に関する注記） 

 1. 有形固定資産の減価償却累計額は、546,151千円であります。 

 2. 投資不動産の減価償却累計額は、181,552千円であります。 
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（連結株主資本等変動計算書に関する注記） 

 1. 発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 
（単位：株） 

 

 
当連結会計年度期首
株 式 数

当連結会計年度
増 加 株 式 数

当連結会計年度
減 少 株 式 数

当連結会計年度末 
株 式 数 

発 行 済 株 式  

普 通 株 式 （ 注 ) 27,788,500 15,100 ― 27,803,600 

合   計 27,788,500 15,100 ― 27,803,600 

自 己 株 式  

普 通 株 式 200,127 ― ― 200,127 

合   計 200,127 ― ― 200,127 
 
(注) 普通株式の発行済株式総数の増加は、ストック・オプションの権利行使に

よるものであります。 

 

 2. 配当に関する事項 

  (1) 配当金支払額 
 

決   議 株式の種類 
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基 準 日 効力発生日 

平成24年10月22日 
取 締 役 会 

普通株式 358,648 13 平成24年８月31日 平成24年11月26日 

平成25年４月10日 
取 締 役 会 

普通株式 358,845 13 平成25年２月28日 平成25年５月８日 

 

  (2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結

会計年度となるもの 
 

決  議 株式の種類 
配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり
配当額(円)

基 準 日 効力発生日 

平成25年10月22日 
取 締 役 会 

普通株式 386,448 利益剰余金 14 平成25年８月31日平成25年11月25日 
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（金融商品に関する注記） 

 1. 金融商品の状況に関する事項 

(1) 金融商品に対する取組方針 

当社グループは、余資については安全性の高い金融資産で運用し、また、

資金調達については、事業計画に照らし、必要に応じて銀行借入による方針

であります。 

(2) 金融商品の内容及びそのリスク 

売掛金は事業活動から生じた営業債権であり、顧客の信用リスクに晒され

ております。 

有価証券及び投資有価証券は、主に満期保有目的の債券及び取引先企業と

の業務又は資本提携等に関連する株式であり、信用リスク及び市場価格の変

動リスク等に晒されております。 

また、長期貸付金は関係会社に対するものであります。 

敷金及び保証金は、不動産賃貸借契約に基づき、支出した敷金及び保証金

であります。これは、退去時に返還されるものであり、家主の信用リスクに

晒されております。 

営業債務である買掛金及び未払法人税等は、１年以内の支払期日でありま

す。 

短期借入金及び長期借入金の一部は変動金利の借入金であり、金利の変動

リスクに晒されております。 

(3) 金融商品に係るリスク管理体制 

① 信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理 

売掛金に関する信用リスクについては、生徒・取引先ごとの期日管理及

び残高管理を行うことで回収懸念の早期把握や軽減に努めております。 

長期貸付金に関する信用リスクについては、貸付先の状況を定期的にモ

ニタリングし、財務状況等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図

っております。 

敷金及び保証金に関する信用リスクは、家主ごとの支出額は少額であり

ますので、そのリスクは僅少であると認識しております。 

満期保有目的の債券は、格付の高い債券のみを対象としているため、信

用リスクは僅少であります。 

② 市場リスクの管理 

有価証券及び投資有価証券の市場価格の変動リスクは、定期的に把握さ

れた時価が取締役会に報告されております。 

変動金利の借入金の金利変動リスクについては、随時市場金利の動向を

監視しております。 
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③ 資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリ

スク）の管理 

当社グループは、資金計画を作成すること等の方法により管理を行って

おります。 

(4) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明 

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合

には合理的に算定された価額が含まれております。当該価額の算定において

は変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することにより、

当該価額が変動することもあります。 

 

 2. 金融商品の時価等に関する事項 

平成25年８月31日（当期の連結決算日）における連結貸借対照表計上額、時

価及びこれらの差額については、次のとおりであります。なお、時価を把握す

ることが極めて困難と認められるものは、次表には含まれておりません（(注

２）を参照ください｡)。 
(単位：千円） 

 連結貸借対照表計上額 時価 差額 

(1)現金及び預金 7,122,513 7,122,513 ― 

(2)売掛金 1,093,081  

   貸倒引当金（注） △  77,756  

 1,015,325 1,015,325 ― 

(3)有価証券及び投資有価証券  

   ①満期保有目的の債券 1,599,383 1,612,109 12,725 

   ②その他有価証券 1,697,273 1,697,273 ― 

(4)敷金及び保証金 511,983 436,491 △  75,491 

資産計 11,946,479 11,883,713 △  62,766 

(1)買掛金 144,513 144,513 ― 

(2)短期借入金 70,000 70,000 ― 

(3)１年内返済予定の長期借入金 1,600,000 1,600,000 ― 

(4)未払法人税等 660,365 660,365 ― 

負債計 2,474,878 2,474,878 ― 
 
 (注) 売掛金に計上している貸倒引当金を控除しております。 
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（注１) 金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項 

 資 産 

(1) 現金及び預金並びに(2) 売掛金 

 これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、

当該帳簿価額によっております。 

(3) 有価証券及び投資有価証券 

 これらの時価については、株式は取引所の価格によっており、債券等は取

引金融機関から提示された価格によっております。 

 また、保有目的ごとの有価証券に関する注記事項は以下のとおりであります。 

① 満期保有目的の債券における種類ごとの連結貸借対照表計上額、時価及

びこれらの差額は、次のとおりであります。なお、当連結会計年度中に

売却した満期保有目的の債券はありません。 
(単位：千円） 

 連結貸借対照表計上額 時価 差額 

時価が連結貸借対照表計上額
を超えるもの 

1,099,628 1,116,767 17,139 

時価が連結貸借対照表計上額
を超えないもの 

499,755 495,341 △  4,413 

合  計 1,599,383 1,612,109 12,725 
 

② その他有価証券において、種類ごとの取得原価又は償却原価、連結貸借

対照表計上額及びこれらの差額については、次のとおりであります。な

お、当連結会計年度中に売却したその他有価証券はありません。 
(単位：千円） 

 種類 
連結貸借対照表

計上額 
取得原価又は
償却原価 

差  額 

連結貸借対照表
計上額が取得原
価又は償却原価
を超えるもの 

(1) 株式 846,483 682,410 164,072 

(2) 債券 ― ― ― 

(3) その他 186,210 181,005 5,204 

小計 1,032,693 863,415 169,277 

連結貸借対照表
計上額が取得原
価又は償却原価
を超えないもの 

(1) 株式 391,879 419,722 △  27,843 

(2) 債券 178,380 300,000 △ 121,620 

(3) その他 94,320 95,475 △    1,154 

小計 664,580 815,197 △ 150,617 

合  計 1,697,273 1,678,613 18,660 
 
(4) 敷金及び保証金 

 一定の期間ごとに区分し、その将来キャッシュ・フローを国債の利回り等

の指標で割り引いた現在価値により算定しております。 
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 負 債 

(1) 買掛金、(2) 短期借入金、(3) １年内返済予定の長期借入金並びに(4) 未

払法人税等 

 これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、

当該帳簿価額によっております。 

 

（注２) 時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品 

(単位：千円）

区分 連結貸借対照表計上額

関係会社株式 655,774

匿名組合出資金 400,000

非上場株式 100

これらについては、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難

と認められるため、｢(3) 有価証券及び投資有価証券」には含めておりま

せん。 
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（注３) 金銭債権及び満期がある有価証券の連結決算日後の償還予定額 
(単位：千円） 

 １年以内
１年超 
５年以内

５年超 
10年以内

10年超 

預金 7,121,102 ― ― ― 

売掛金 1,093,081 ― ― ― 

有価証券及び投資有価証券  

 満期保有目的の債券  

  社債 400,000 100,000 600,000 200,000 

  その他 ― 100,000 200,000 ― 

その他有価証券のうち満
期があるもの 

 

  匿名組合出資 ― 400,000 ― ― 

  投資信託受益証券 ― 100,000 ― ― 

合 計 8,614,184 700,000 800,000 200,000 

 

（注４) 長期借入金及びその他の有利子負債の連結決算日後の返済予定額 
(単位：千円） 

 １年以内 
１年超

２年以内
２年超

３年以内
３年超

４年以内
４年超

５年以内
５年超 

短期借入金 70,000 ― ― ― ― ― 

１年内返済予定 
の長期借入金 

1,600,000 ― ― ― ― ― 

合 計 1,670,000 ― ― ― ― ― 
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（賃貸等不動産に関する注記） 

 当社では、東京都において賃貸収益を得ることを目的として賃貸のオフィスビ

ル（土地を含む｡）を所有しております。また、子会社の本社ビルの一部につい

ては賃貸の用に供しているため、賃貸等不動産として使用される部分を含む不動

産としております。 

 また、当該賃貸等不動産及び賃貸等不動産として使用される部分を含む不動産

に関する連結貸借対照表計上額、期中増減額及び時価は以下のとおりであります。 
(単位：千円） 

 
当連結会計年度 

(自 平成24年９月１日 
至 平成25年８月31日) 

賃貸等不動産 

連結貸借対照表 
計上額 

期首残高 810,485 

期中増減額 △ 24,706 

期末残高 785,779 

期末時価 778,000 

賃貸等不動産として
使用される部分を含
む不動産 

連結貸借対照表 
計上額 

期首残高 418,959 

期中増減額 △  4,347 

期末残高 414,612 

期末時価 224,000 
 
（注) 1. 連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額を控除した金額

であります。なお、連結貸借対照表計上額は、連結貸借対照表の投資不
動産、建物及び構築物、並びに土地の一部であります。 

2. 主な期中増減額は、資本的支出による増加、減価償却費の計上による減
少であります。 

3. 期末時価は、｢不動産鑑定評価基準」に基づいて算定した金額でありま
す。 
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 また、賃貸等不動産及び賃貸等不動産として使用される部分を含む不動産に関

する損益は、以下のとおりであります。 
(単位：千円） 

 
当連結会計年度 

(自 平成24年９月１日 
至 平成25年８月31日) 

賃貸等不動産 

賃貸収益 74,012 

賃貸費用 39,792 

差額 34,220 

賃貸等不動産として使用
される部分を含む不動産 

賃貸収益 6,154 

賃貸費用 3,888 

差額 2,265 

（注) 賃貸等不動産として使用される部分を含む不動産には、生徒に対する授業
及び経営管理として子会社が使用している部分も含むため、当該部分の収
益及び費用は、計上されておりません。 

 

（１株当たり情報に関する注記） 

1. １株当たり純資産額 426円82銭

2. １株当たり当期純利益 78円60銭

 

（重要な後発事象に関する注記） 

 該当する事項はありません。 
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貸 借 対 照 表 

(平成25年８月31日現在)
(単位：千円） 

 
資  産  の  部 負  債  の  部 

科     目 金   額 科     目 金   額 

流 動 資 産 

現 金 及 び 預 金 

売 掛 金 

有 価 証 券 

商 品 

貯 蔵 品 

前 渡 金 

前 払 費 用 

繰 延 税 金 資 産 

短 期 貸 付 金 

そ の 他 

貸 倒 引 当 金 

固 定 資 産 

有 形 固 定 資 産 

建 物 

工具、器具及び備品 

土 地 

無 形 固 定 資 産 

ソ フ ト ウ エ ア 

電 話 加 入 権 

投資その他の資産 

投 資 有 価 証 券 

関 係 会 社 株 式 

関係会社長期貸付金 

長 期 前 払 費 用 

繰 延 税 金 資 産 

敷 金 及 び 保 証 金 

投 資 不 動 産 

長 期 預 金 

そ の 他 

8,580,064

6,786,867

860,801

399,991

98,340

13,900

6,723

114,152

221,545

119,719

34,122

△  76,101

7,292,391

201,374

165,801

35,033

540

191,089

172,559

18,529

6,899,927

3,291,478

861,644

646,840

10,993

203,866

460,456

785,779

600,000

38,868

流 動 負 債 

買 掛 金

1年内返済予定の長期借入金

未 払 金

未 払 費 用

未 払 法 人 税 等

未 払 消 費 税 等

前 受 金

預 り 金

賞 与 引 当 金

そ の 他

固 定 負 債 

従業員長期未払金

役 員 長 期 未 払 金

資 産 除 去 債 務

長 期 預 り 保 証 金

3,600,344 

103,842 

1,600,000 

46,126 

537,585 

650,000 

71,642 

87,376 

190,135 

302,569 

11,065 

518,188 

178,637 

161,650 

127,263 

50,637 

負 債 合 計 4,118,533 

純 資 産 の 部 

株 主 資 本 

資 本 金 

資 本 剰 余 金 

資 本 準 備 金

利 益 剰 余 金 

利 益 準 備 金

その他利益剰余金

別 途 積 立 金

繰越利益剰余金

自 己 株 式 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 

11,664,354 

972,512 

915,503 

915,503 

9,919,951 

54,482 

9,865,469 

7,147,000 

2,718,469 

△ 143,612 

89,567 

89,567 

純 資 産 合 計 11,753,921 

資 産 合 計 15,872,455 負債及び純資産合計 15,872,455 
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損 益 計 算 書 

(平成24年９月１日から
平成25年８月31日まで)

（単位：千円） 
 

科       目 金       額 

売 上 高 13,853,686 

売 上 原 価 7,900,835 

売 上 総 利 益 5,952,850 

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 2,427,237 

営 業 利 益 3,525,613 

営 業 外 収 益  

受 取 利 息 18,703  

有 価 証 券 利 息 38,275  

受 取 配 当 金 31,327  

投資有価証券評価損戻入益 57,570  

受 取 賃 貸 料 74,012  

そ の 他 41,275 261,165 

営 業 外 費 用  

支 払 利 息 10,559  

賃 貸 費 用 39,792  

そ の 他 2,217 52,569 

経 常 利 益 3,734,209 

特 別 損 失  

有 形 固 定 資 産 売 却 損 14,215  

有 形 固 定 資 産 除 却 損 2,124  

投 資 有 価 証 券 評 価 損 10,958  

投 資 有 価 証 券 償 還 損 5,067  

減 損 損 失 64,488  

店 舗 閉 鎖 損 失 13,597 110,451 

税 引 前 当 期 純 利 益 3,623,757 

法人税、住民税及び事業税 1,420,530  

法 人 税 等 調 整 額 △  2,696 1,417,833 

当 期 純 利 益 2,205,924 
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株主資本等変動計算書 

(平成24年９月１日から
平成25年８月31日まで)

（単位：千円） 
 

 

株   主   資   本 

資本金 

資 本
剰余金

利 益 剰 余 金 

自己株式 
株主資本 
合  計 資 本

準備金
利 益
準備金

その他利益剰余金 利 益
剰余金
合 計

別 途
積立金

繰越利益
剰 余 金

当 期 首 残 高 966,600 909,591 54,482 6,147,000 2,230,038 8,431,520 △ 143,612 10,164,099 

当 期 変 動 額    

新 株 の 発 行 
（新株予約権の行使） 

5,912 5,912  11,824 

別途積立金の積立  1,000,000 △1,000,000 ―  ― 

剰 余 金 の 配 当  △ 717,493 △ 717,493  △ 717,493 

当 期 純 利 益  2,205,924 2,205,924  2,205,924 

株主資本以外の項目 
の当期変動額（純額） 

   

当 期 変 動 額 合 計 5,912 5,912 ― 1,000,000 488,430 1,488,430 ― 1,500,255 

当 期 末 残 高 972,512 915,503 54,482 7,147,000 2,718,469 9,919,951 △ 143,612 11,664,354 

 
 

 
評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計その他有価証券
評 価 差 額 金

当 期 首 残 高 △  97,966 1,805 10,067,938

当 期 変 動 額 

新 株 の 発 行 
（新株予約権の行使） 

11,824

別途積立金の積立 ―

剰 余 金 の 配 当 △ 717,493

当 期 純 利 益 2,205,924

株主資本以外の項目 
の当期変動額（純額） 

187,533 △  1,805 185,728

当 期 変 動 額 合 計 187,533 △  1,805 1,685,983

当 期 末 残 高 89,567 ― 11,753,921
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個別注記表 
 

（重要な会計方針に係る事項に関する注記） 

 1. 資産の評価基準及び評価方法 

  (1) 有価証券の評価基準及び評価方法 

   ① 満期保有目的の債券 ……… 償却原価法（定額法）によっております。 

   ② 子会社株式及び関連会社株式 … 移動平均法による原価法によっております。 

   ③ その他有価証券 

     時 価 の あ る も の ……… 決算日の市場価格等に基づく時価法（評価

差額は全部純資産直入法により処理し、売

却原価は移動平均法により算定）によって

おります。なお、組込デリバティブの時価

を区分して測定することができない複合金

融商品については、全体を時価評価し、評

価差額を損益に計上しております。 

     時 価 の な い も の ……… 移動平均法による原価法によっております。 

  (2) たな卸資産の評価基準及び評価方法 

   ① 商      品 ………… 総平均法による原価法（収益性の低下によ

る簿価切下げの方法）によっております。 

   ② 貯   蔵   品 ………… 総平均法による原価法（収益性の低下によ

る簿価切下げの方法）によっております。 

 2. 固定資産の減価償却の方法 

  (1) 有形固定資産及び投資不動産 … 定率法によっております。ただし、平成10年

４月１日以降に取得した建物（附属設備を除

く｡）については定額法によっております。 

 (会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更) 

当社は、法人税法の改正に伴い、当事業年度

より、平成24年９月１日以後に取得した有形

固定資産については、改正後の法人税法に基

づく減価償却の方法に変更しております。 

これによる当事業年度の営業利益、経常利益

及び税引前当期純利益に与える影響は軽微で

あります。 

  (2) 無 形 固 定 資 産 ………… 自社利用のソフトウエアについては、社内

における利用可能期間（５年）に基づく定

額法によっております。   
  (3) 長 期 前 払 費 用 ………… 定額法によっております。 
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 3. 引当金の計上基準 

  (1) 貸 倒 引 当 金 ………… 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一

般債権については貸倒実績率により、貸倒

懸念債権等特定の債権については個別に回

収可能性を検討し、回収不能見込額を計上

しております。 

  (2) 賞 与 引 当 金 ………… 従業員に対して支給する賞与の支出に充て

るため、支給見込額のうち当事業年度の負

担額を計上しております。 

 4. その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項 

    消費税等の会計処理 ………… 税抜方式によっております。 

 

（貸借対照表に関する注記） 

 1. 有形固定資産の減価償却累計額は、388,240千円であります。 

 2. 投資不動産の減価償却累計額は、181,552千円であります。 

 3. 関係会社に対する金銭債権及び金銭債務（区分表示したものを除く｡） 

短期金銭債権 

 売掛金 496千円

 短期貸付金 119,396千円

短期金銭債務 

 買掛金 6,594千円

 

（損益計算書に関する注記） 

 関係会社との取引高 

営業取引以外の取引高 

受取利息 13,257千円

 

（株主資本等変動計算書に関する注記） 

  当事業年度末における自己株式の種類及び株式数 

普通株式 200,127株
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（税効果会計に関する注記） 

 繰延税金資産の発生の主な原因別の内訳 

賞与引当金 114,976千円

未払事業税 53,960千円

未払事業所税 2,964千円

貸倒引当金 25,948千円

投資有価証券評価損 67,590千円

関係会社株式評価損 129,274千円

従業員長期未払金 63,595千円

役員長期未払金 57,547千円

資産除去債務 45,305千円

その他 85,225千円

計 646,388千円

評価性引当額 △153,591千円

繰延税金資産合計 492,796千円

 繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

その他有価証券評価差額金 49,512千円

資産除去債務に対応する資産 17,871千円

繰延税金負債合計 67,384千円

 

（リースにより使用する固定資産に関する注記） 

 該当する事項はありません。 
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（関連当事者との取引に関する注記） 

 子会社及び関連会社 
（単位：千円） 

 

種類 会社等の名称 
議決権等の
所有(被所有)

割合 

関連当事者
との関係

取引の内容 取引金額 科目 期末残高 

子会社 
株式会社 
東京医進学院 

所有 
直接100.0％

経営指導
資金の援助
役員の兼任

資金の貸付
（※１） 

50,000 ― ― 

資金の回収
（※１） 

50,000 ― ― 

資金の貸付
（※２） 

―
短期貸付金 
関係会社長期貸付金

60,000 
207,000 

資金の回収
（※２） 

60,000 ― ― 

利息の受取
(※１、２)

6,108
流動負債の 
その他 

365 

校舎賃貸借契
約の連帯保証
（※３） 

― ― ― 

子会社 
株式会社 
ユーデック 

所有 
直接63.1％

模擬試験等仕入
資金の援助
役員の兼任

模擬試験等
の仕入 
（※４） 

59,407 買掛金 6,594 

資金の貸付
（※５） 

350,000
短期貸付金 
関係会社長期貸付金

18,000 
326,000 

資金の回収
（※５） 

6,000 ― ― 

利息の受取
（※５） 

2,187
流動負債の 
その他 

353 

関連会社 
Eduplex 
Education, 
Inc. 

所有 
直接35.8％

サブフラン
チャイジー
資金の貸付

ロイヤルテ
ィの受取 
（※６） 

6,149 売掛金 496 

資金の貸付
（※７） 

－
短期貸付金 
関係会社長期貸付金

41,396 
113,840 

資金の回収
（※７） 

31,047 ― ― 

利息の受取
（※７） 

4,960
流動負債の 
その他 

382 

 
 (注) 1. 記載金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高に

は消費税等が含まれております。 
2. 取引条件及び取引条件の決定方針等 

※1. 株式会社東京医進学院に対する資金の貸付については、市場金利を
勘案して決定しており、平成25年１月21日に貸付を実行し、平成25
年３月29日に一括返済されております。なお、担保は受け入れてお
りません。 

※2. 株式会社東京医進学院に対する資金の貸付については、市場金利を
勘案して決定しており、貸付期間は平成21年９月から平成26年９月
までとし、返済方法は平成22年４月から平成26年８月まで5,000千
円を月賦返済、平成26年９月に207,000千円を一括返済としており
ます。担保は受け入れておりません。なお、資金の貸付は平成21年
９月30日に実行したものであります。 

※3. 当社は、株式会社東京医進学院の横浜校に係る賃貸借契約の連帯保
証人となっております。なお、連帯保証について保証料の受取等は
行っておりません。 
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※4. 独立第三者間取引と同様の一般的な取引条件で行っております。 
※5. 株式会社ユーデックに対する資金の貸付については、市場金利を勘

案して決定しており、貸付期間は平成25年４月から平成30年４月ま
でとし、返済方法は平成25年５月から平成30年３月まで1,500千円
を月賦返済、平成30年４月に261,500千円を一括返済としておりま
す。担保は受け入れておりません。 

※6. Eduplex Education, Inc.が個別指導教室を運営する加盟者から徴
収したロイヤルティの10％、並びに同社の直営教室のうち個別指導
に係る売上高の１％であります。 

※7. Eduplex Education, Inc.に対する資金の貸付については、市場金
利を勘案して決定しており、貸付期間は平成23年１月から平成27年
12月までとし、返済方法は平成23年12月から平成27年12月までの年
賦返済としております。なお、償還義務を担保するために株式質権
の設定契約書を交わしております。なお、資金の貸付は平成23年１
月に実行したものであります。 

 

（１株当たり情報に関する注記） 

1. １株当たり純資産額 425円81銭

2. １株当たり当期純利益 79円93銭

 

（重要な後発事象に関する注記） 

該当する事項はありません。 
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書 謄本 
  

独立監査人の監査報告書 
 

平成25年10月11日 
 
株式会社明光ネットワークジャパン 
 取締役会 御中 
 

新日本有限責任監査法人 
 

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 松 浦 康 雄 ㊞

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 今 西 恭 子 ㊞

 
 当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社明光ネットワー
クジャパンの平成24年９月１日から平成25年８月31日までの連結会計年度の連結計
算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書
及び連結注記表について監査を行った。 
 
連結計算書類に対する経営者の責任 
 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に
準拠して連結計算書類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤
謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者
が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 
 
監査人の責任 
 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連
結計算書類に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一
般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当
監査法人に連結計算書類に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を
得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。 
 監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するため
の手続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による
連結計算書類の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監
査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監
査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するた
めに、連結計算書類の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監
査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われ
た見積りの評価も含め全体としての連結計算書類の表示を検討することが含まれ
る。 
 当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断
している。 
 
監査意見 
 当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる企業会計の基準に準拠して、株式会社明光ネットワークジャパン及び連結子会
社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況をすべて
の重要な点において適正に表示しているものと認める。 
 
利害関係 
 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載
すべき利害関係はない。 

以 上 
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計算書類に係る会計監査人の監査報告書 謄本 
  

独立監査人の監査報告書 
 

平成25年10月11日 
 
株式会社明光ネットワークジャパン 
 取締役会 御中 
 

新日本有限責任監査法人 
 

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 松 浦 康 雄 ㊞

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 今 西 恭 子 ㊞

 
 当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社明光ネッ
トワークジャパンの平成24年９月１日から平成25年８月31日までの第29期事業年度
の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別
注記表並びにその附属明細書について監査を行った。 
 
計算書類等に対する経営者の責任 
 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に
準拠して計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示することにある。これに
は、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類及びその附属明細書を作成
し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用すること
が含まれる。 
 
監査人の責任 
 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計
算書類及びその附属明細書に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我
が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監
査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附属明細書に重要な虚偽表示がないか
どうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査
を実施することを求めている。 
 監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠
を入手するための手続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正
又は誤謬による計算書類及びその附属明細書の重要な虚偽表示のリスクの評価に基
づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明す
るためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じ
た適切な監査手続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な
表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針
及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての
計算書類及びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。 
 当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断
している。 
 
監査意見 
 当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公
正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書
に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示している
ものと認める。 
 
利害関係 
 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載
すべき利害関係はない。 

以 上 
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監査役会の監査報告書 謄本 
  

監 査 報 告 書 
 

 当監査役会は、平成24年９月１日から平成25年８月31日までの第29期事業年度の取締役の
職務の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の結果、監査役全員の
一致した意見として本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。 
 
1. 監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容 

監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果
について報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報
告を受け、必要に応じて説明を求めました。 
各監査役は、監査役会が定めた監査役監査基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に

従い、取締役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の
環境の整備に努めるとともに、取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等
からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類
等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。ま
た、事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保
するための体制その他株式会社の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施
行規則第100条第１項及び第３項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当
該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について、取締役及び使用人等
からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意
見を表明いたしました。なお、財務報告に係る内部統制については、取締役等及び新日本
有限責任監査法人から当該内部統制の評価及び監査の状況について報告を受け、必要に応
じて説明を求めました。子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び
情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。以上の方法に基づ
き、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書について検討いたしました。 
さらに、会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視

及び検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に
応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確
保するための体制」(会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理
基準」(平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必
要に応じて説明を求めました。 
以上の方法に基づき、当該事業年度に係る計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資

本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照
表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしま
した。 

2. 監査の結果 
(1) 事業報告等の監査結果 
一 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示して

いるものと認めます。 
二 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事

実は認められません。 
三 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当

該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行について
も、財務報告に係る内部統制を含め、指摘すべき事項は認められません。 

(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果 
会計監査人新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。 

(3) 連結計算書類の監査結果 
会計監査人新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。 

 
平成25年10月16日 

株式会社明光ネットワークジャパン 監査役会 
常勤監査役(社外監査役) 松 下 和 也 ㊞
監 査 役(社外監査役) 小 口 隆 夫 ㊞
監 査 役(社外監査役) 貴 島   透 ㊞

 
以 上 
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株主総会参考書類 

 

議案及び参考事項 

議   案 取締役７名選任の件 

 取締役全員（７名）は、本総会終結の時をもって任期満了となりますので、

取締役７名の選任をお願いいたしたいと存じます。 

 取締役候補者は、次のとおりであります。 
 
候補者 
番 号 

氏    名 
(生年月日) 

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
所 有 す る 
当社の株式の数 

１ 

わた  なべ  ひろ  たけ 

渡 邉 弘 毅 

(昭和17年９月19日生) 

昭和59年９月 当社設立 当社取締役 

昭和60年５月 当社代表取締役社長（現

任） 

3,094,600株 

２ 

おく   い   よ し こ 

奥  井 世志子 

(昭和29年８月24日生) 

昭和59年９月 当社設立 当社常務取締

役 

平成８年11月 当社専務取締役 

平成16年９月 当社明光義塾本部長 

平成18年４月 当社管理本部長兼明光義

塾本部総括 

平成19年３月 当社全体統轄兼管理部門

管掌 

平成20年11月 当社取締役副社長 

       当社全体統轄兼最高財務

責任者（現任） 

平成21年11月 当社代表取締役副社長

(現任） 

1,492,800株 
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候補者 
番 号 

氏    名 
(生年月日) 

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
所 有 す る 
当社の株式の数 

３ 

 た   がみ  せつ  ろう 

田 上 節 朗 

(昭和30年８月６日生) 

昭和55年４月 株式会社東京放送入社 

平成14年１月 有限会社メディアアンサ

ンブル取締役 

平成17年５月 当社入社 

平成17年６月 当社明光義塾本部プロモ

ーション部長 

平成17年11月 当社取締役 

平成18年３月 当社明光義塾本部プロモ

ーション部（現プロモー

ション部）管掌（現任）

平成19年７月 当社情報システム部管掌

(現任） 

平成20年11月 当社常務取締役（現任）

当社業務管理部管掌 

平成22年９月 当社教務部管掌 

平成24年９月 当社未来キッズクラブ事

業部管掌 

(重要な兼職の状況） 

株式会社ユーデック取締役 

株式会社晃洋書房取締役 

5,000株 

４ 

 さ   とう  ひろ  あき 

佐 藤 浩 章 

(昭和35年８月31日生) 

昭和58年３月 株式会社セブン-イレブ

ン・ジャパン入社 

平成14年３月 カタリナマーケティング

ジャパン株式会社メーカ

ーセールスグループ部長

平成17年５月 当社入社 

平成17年６月 当社明光義塾本部ＦＣ営

業部長 

平成17年11月 当社取締役 

平成18年３月 当社明光義塾本部ＦＣ営

業部管掌 

平成20年11月 当社常務取締役（現任）

平成22年９月 当社明光義塾事業本部管

掌（現任） 

平成24年９月 当社ＦＣ開発部管掌（現

任） 

5,200株 
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候補者 
番 号 

氏    名 
(生年月日) 

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
所 有 す る 
当社の株式の数 

５ 

やま  した  かず  ひと 

山 下 一 仁 

(昭和34年12月７日生) 

昭和57年４月 株式会社ダイエー入社 

平成６年11月 同社店長・支配人 

平成14年４月 カタリナマーケティング

ジャパン株式会社 

       リテールグループシニア

ディレクター 

平成19年３月 当社入社直営事業部統轄

事業部長 

平成19年11月 当社取締役 

       当社直営事業部管掌兼教

務部管掌 

平成20年11月 当社常務取締役（現任）

平成22年９月 当社事業開発本部管掌 

平成24年９月 当社個別進学館事業本部

長（現任） 

       当社サッカースクール事

業部管掌 

       当社明光キッズ事業部管

掌 

       当社事業開発部管掌 

平成25年７月 当社事業開発本部長（現

任） 

(重要な兼職の状況） 

株式会社東京医進学院代表取締役社長 

ライフサポート株式会社取締役 

10,000株 

６ 

まつ   お   かつ  ひさ 

松 尾 克 久 

(昭和36年９月16日生) 

平成元年５月 当社入社 

平成17年１月 当社明光義塾本部ＦＣ営

業部副部長 

平成18年３月 当社ＦＣ事業部長 

平成20年11月 当社取締役（現任） 

平成21年11月 当社総務部長兼リスク管

理部管掌 

平成22年９月 当社総務部長兼管理部門

管掌（現任） 

平成24年９月 当社業務管理部管掌（現

任） 

5,100株 
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候補者 
番 号 

氏    名 
(生年月日) 

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
所 有 す る 
当社の株式の数 

７ 

たけ  まさ  よし  かず 

武 正 芳 和 

(昭和38年８月29日生) 

平成７年５月 当社入社 

平成14年９月 当社直営第４事業部副部

長 

平成16年９月 当社明光義塾本部直営営

業部長 

平成20年11月 当社取締役（現任） 

平成22年９月 当社明光義塾事業本部長

(現任） 

10,000株 

 
 (注) 各取締役候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。 
 

以 上 
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〈メ モ 欄〉 
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株主総会会場ご案内図

 
会 場：東京都新宿区西新宿二丁目７番２号 

    ハイアットリージェンシー東京 地下１階 ｢センチュリールーム｣ 

    電話 (03）3348-1234（代表） 
 

 

 
交通のご案内 
 
新宿駅（西口）より徒歩約９分、東京メトロ丸ノ内線西新宿駅より徒歩約

４分、都営大江戸線都庁前駅に直結 

 


